
は
じ
め
に

山
岳
に
伏
し
修
行
す
る
山
伏
に
と
っ
て
、
森
林
は
重
要
な
行
場
で
あ
る
。
修
験
道

に
は
、
自
然
信
仰
を
基
盤
に
神
道
や
仏
教
な
ど
多
元
的
な
教
義
を
包
含
す
る
宗
教

観
が
存
在
す
る
。
英
彦
山
修
験
道
に
お
い
て
も
、
自
然
は
神
仏
と
し
て
崇
敬
さ
れ

て
い
た
。
英ひ
こ
さ
ん

彦
山
（
標
高
一
一
九
九
ｍ
）
は
「
水み
く
ま
り
の
か
み

分
神
」
と
さ
れ
、
水
源
を
涵
養

す
る
森
林
環
境
が
護
持
さ
れ
て
き
た
。
英
彦
山
に
は
修
験
道
に
関
わ
り
を
も
つ
ス

ギ
群
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、樹
木
の
中
で
も
ス
ギ
に
対
す
る
信
仰
が
厚
か
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。

英
彦
山
は
、
羽
黒
山
、
熊
野
大
峰
山
と
と
も
に
日
本
三
大
修
験
山
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
る
。
江
戸
時
代
の
最
盛
期
に
は
「
彦
山
三
千
八
百
坊1

」
と
い
わ
れ
、
九
州

一
円
に
約
四
二
万
戸
の
檀
家
を
有
し
た
霊
山
で
あ
っ
た2

。
英
彦
山
修
験
は
、
人

畜
草
木
森
羅
万
象
に
神
仏
が
宿
る
と
し
て
組
織
的
に
自
然
環
境
護
持
を
行
な
っ
た
。

英
彦
山
修
験
道
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
長
野
覺た
だ
しは
、
こ
の
点
を
「
聖
域
・
行
場

と
し
て
の
厳
し
い
戒
律
や
年
中
行
事
な
ど
を
工
夫
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
は
講

組
織
な
ど
に
よ
っ
て
登
拝
す
る
多
数
の
人
々
を
迎
え
入
れ
、
規
制
と
開
放
の
巧
み

な
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
諸
霊
山
独
特
の
自
然
護
持
の
形
態
」
と
説
明
し
て
い
る3

。

し
か
し
明
治
期
の
神
仏
分
離
令
（
一
八
六
八
年
）、
修
験
宗
廃
止
令
（
一
八
七
二
年
）、

廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
文
化
財
は
破
壊
さ
れ
た
。
山
伏
た
ち
は
還
俗
・
離
散
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
口
伝
を
旨
と
す
る
修
験
道
文
化
伝
承
は
ほ
ぼ
途
絶
え
て
い
る
。

英
彦
山
修
験
道
に
関
わ
る
主
な
ス
ギ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
◯
南
岳
に
あ
る
樹
齢

約
千
二
百
年
の
「
鬼
杉
」（
幹
周
十
二
・
四
m
）」（
図
1
）。
鬼
杉
は
英
彦
山
四
十
九

窟
の
ひ
と
つ
「
大
南
不
動
窟
（
大
南
神
社
）」
の
近
く
に
あ
る4
。
◯
山
頂
近
く

の
参
道
沿
い
に
あ
る
山
伏
た
ち
が
整
備
し
た
ス
ギ
群
「
千
本
杉
」（
図
2
）。
◯
山
麓

の
小
石
原
地
区
の
ス
ギ
群
「
行
者
杉
（
行
者

英
彦
山
修
験
道
に
お
け
る
自
然
信
仰
と
森
林
文
化
再
考

―
鬼
杉
落
枝
と
千
本
杉
に
よ
る
不
動
明
王
像
制
作
―

知
足
美
加
子

　（図 1)「鬼杉」樹齢 1200 年
　　国指定史跡名称天然記念物

（図 2)「英彦山千本杉」昭和初期絵葉書
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ス
ギ
遺
伝
資
源
希
少
個
体
群
保
護
林4

）」。
こ
の
区
域
に
は
深し
ん
せ
ん
し
ゅ
く

仙
宿
（
峰
入
り
の

行
場
）
が
あ
り
、
英
彦
山
に
入
山
す
る
修
験
者
が
杉
を
折
っ
て
献
木
（
挿
し
穂
）

し
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ス
ギ
群
は
、
自
然
と
修
験
道
文
化
の
関
係

を
伝
え
る
リ
ビ
ン
グ
ヘ
リ
テ
ー
ジ
と
い
う
一
面
を
も
っ
て
い
る
。

九
州
地
域
と
ス
ギ
の
関
係
に
は
、
林
学
的
に
は
不
可
解
な
点
が
あ
る
。
九
州
の

ス
ギ
は
最
終
氷
期
最
盛
期
（
約
二
万
五
千
〜
一
万
五
千
年
前
）
以
前
に
姿
を
消
し
、

天
然
ス
ギ
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
林
学
者
の
宮
島
寛
は
花
粉
分
析
の
結

果
、
後
氷
期
Ｒ
Ⅲ
a
末
期
（
約
四
五
０
０
か
ら
一
五
０
０
年
前
）
ま
で
九
州
本

島
で
は
ス
ギ
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
Ｒ
Ⅲ
b
期
（
約
一
五
０
０
年
前
以

降
）
以
後
、
同
時
に
九
州
各
地
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
宮
島
は
挿
し
木
（
無
性
繁
殖
法
）
の
可
能
性
を
指
摘
し
た5

。
歴
史
地

理
学
者
の
松
村
安
一
は
中
世
よ
り
九
州
で
ス
ギ
の
挿
し
木
（
指
杉6

）
が
行
わ
れ

て
い
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
本

研
究
で
は
、
修
験
道
に
お
け
る
ス
ギ
の
信
仰
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
英
彦
山

修
験
道
に
お
け
る
自
然
信
仰
と
森
林
文
化
を
再
考
す
る
。
ス
ギ
霊
木
群
に
つ
い
て

歴
史
地
理
学
的
な
調
査
、
芸
術
文
化
に
お
け
る
表
象
の
分
析
、
遺
伝
的
関
係
な
ど

の
科
学
的
調
査
を
行
な
い
、
英
彦
山
修
験
道
と
森
林
文
化
の
関
係
を
探
る
。
第
一

章
で
は
、
英
彦
山
修
験
道
に
お
け
る
霊
木
思
想
や
修
行
内
容
に
着
目
し
文
献
調
査

と
踏
査
を
行
う
。
第
二
章
で
は
、
英
彦
山
に
お
け
る
不
動
明
王
信
仰
と
ス
ギ
の
関

係
に
つ
い
て
、
修
験
道
美
術
か
ら
分
析
を
行
う
。
第
三
章
で
は
、
自
然
信
仰
と
森

林
文
化
の
関
係
を
考
察
し
、
霊
木
信
仰
を
具
現
化
す
る
芸
術
実
践
に
つ
い
て
述
べ

る
。

第
一
章

英
彦
山
修
験
道
に
お
け
る
自
然
信
仰
と
森
林
文
化

一
霊
木
化
現
仏

古
代
か
ら
の
自
然
信
仰
に
お
い
て
、
神
霊
の
依
代
と
し
て
の
巨
岩
や
窟
、
滝
、
巨

木
は
尊
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
草
木
の
生
命
力
、
特
に
永
い
生
命
を

保
っ
て
い
る
巨
木
へ
の
畏
敬
の
念
は
「
霊
木
思
想
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。『
日
本

書
記
』
の
六
一
八
年
の
条
に
、
落
雷
を
受
け
た
木
の
霊
性
を
慮
り
「
霹か
む
と
き靂

（
落
雷
）

の
木
な
り
。
刈
る
べ
か
ら
ず
」
と
言
っ
て
木
の
伐
採
を
咎
め
る
場
面
が
あ
る
。
落

雷
は
天
地
感
応
の
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
た
樹
は
選
ば
れ
た
依
代
と
し
て
尊

い
も
の
と
さ
れ
た7

。
ま
た
、
五
九
五
年
の
条
に
は
仏
教
伝
来
の
頃
、
漂
着
し

た
香
木
・
白
檀
で
仏
像
を
造
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
白
檀
で
制
作
さ
れ

た
仏
像
を
檀
像
と
い
う
。
白
檀
を
産
出
し
な
い
日
本
に
お
け
る
檀
像
制
作
は
、
樟

な
ど
の
香
木
で
代
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
飛
鳥
仏
な
ど
）。
檀
像
は
、
材
質
そ

の
も
の
を
尊
重
し
、
素
地
を
活
か
し
た
「
素し
ら
き木
像
」
で
あ
っ
た
。
神
の
依
代
で
あ

る
霊
木
は
、同
時
に
仏
教
尊
像
の
代し
ろ

と
し
て
の
「
霊
木
化け
げ
ん現

仏
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。

特
に
仏
教
黎
明
期
に
お
い
て
は
、
霊
木
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、「
一
木
造
り
」
や
、

鑿
跡
を
残
す
「
鉈な
た

彫
り
」、
生
の
立
木
を
彫
る
「
立
木
仏
」
な
ど
の
手
法
が
と
ら
れ

た
。
櫟ら
く
や野

寺
の
本
尊
は
、
杣
人
達
が
信
仰
し
て
い
た
櫟い
ち
いの

木
に
霊
夢
を
感
じ
た
最

澄
（
七
六
六
〜
八
二
二
年
）
が
、
立
木
の
ま
ま
彫
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
霊

性
を
帯
び
た
古
木
に
宿
る
形
な
き
神
が
、
仏
と
し
て
顕
現
し
、
時
を
経
て
朽
ち
て

い
く
」
と
い
う
霊
木
化
現
仏
は
、「
神
霊
の
依
代
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
発
心
か
ら

涅
槃
に
い
た
る
仏
教
観
」
を
兼
備
え
て
い
た
。
こ
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
神
宿
る



霊
木
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
仏
像
は
、
神

道
と
仏
教
の
概
念
を
習
合
し
具
現
化
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二  

英
彦
山
修
験
道
と
ス
ギ
の
関
係

室
町
時
代
、
英
彦
山
修
験
道
に
学
ん

だ
阿
吸
房
即
伝
は
『
修
験
道
極
秘
分
七

通
』（
図
3
）
を
記
し
て
い
る
。
阿
吸
房

即
伝
は
下
野
国
日
光
山
か
ら
豊
前
国
彦

山8

に
赴
き
修
行
を
積
み
、
永
正
六
年

（
一
五
０
九
）
に
彦
山
正
大
先
達
と
な
っ

た
。
即
伝
は
、
晩
年
彦
山
華
蔵
院
で
過

ご
す
ま
で
の
約
五
十
年
の
間
に
、
彦
山

派
修
験
章
疏
を
体
系
化
し
た
学
僧
で
あ

る
。
彼
は
全
国
の
修
験
道
場
を
ま
わ
り
、

教
え
を
乞
う
者
に
印
信
（
秘
法
伝
授
の

証
と
な
る
文
書
）
を
示
し
た9

。
即
伝

の
思
想
に
は
英
彦
山
修
験
に
お
け
る
自

然
観
や
平
等
性
尊
重
の
姿
勢
が
見
受
け

ら
れ
る
。『
修
験
道
極
秘
分
七
通
』に
は
、

「
人
畜
草
木
森
羅
万
象
全ま
た

シ
六
大
法ほ
っ
し
ん身

ノ

依え
し
ょ
う正
本ほ
ん
う有
ノ
佛
ト
覚か
く
ち知
ス
ベ
シ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
現
代
語
訳
す
る
と
「
人

間
、
動
物
、
草
、
木
、
森
羅
万
象
の
全
て
は
六
大10

の
真
理
を
宿
す
正し
ょ
う
ほ
う報
と
依え
ほ
う報

で
あ
る
。（
そ
の
全
て
が
）
本
来
的
に
仏
で
あ
る
と
覚
り
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
な

る11

。
さ
ら
に
こ
の
文
章
に
は
「
本ほ
ん
が
く覚
」（
全
て
平
等
に
仏
性
が
宿
る
と
い
う
思
想
）、

「
平
等
智
」（
差
別
な
く
平
等
で
あ
る
と
い
う
智
慧
）、「
即
身
成
仏
」（
こ
の
身
こ
の

ま
ま
で
仏
と
な
る
）
と
い
う
言
葉
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
英
彦
山
今
熊
野
窟
嘉
禎

三
年
磨
崖
仏
（
一
二
三
七
年
）
の
銘
文
に
も
「
平
等
利
益
」
と
い
う
言
葉
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
法
華
経
に
つ
な
が
る
平
等
生
を
重
ん
じ
る
姿
勢
が
、
英
彦
山
修
験
に

深
く
根
付
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る

12

。
自
然
界
の
全
て
が
そ
の
ま
ま
真
実
で
あ

り
、
平
等
に
仏
と
な
る
と
い
う
考
え
方
を
「
一
切
衆
生
悉し
っ
か
い皆
仏
性13

、
山
川
草
木

悉
皆
成
仏
」
と
い
う
偈げ

で
表
す
こ
と
も
あ
る
。
植
物
が
芽
吹
き
、
花
が
実
と
な
り

枯
れ
果
て
る
現
象
を
、
仏
教
の
「
発ほ
っ
し
ん心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
」
と
み
な
し
、
す

べ
て
が
成
仏
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
自
然
現
象
の
動
的
な
あ
り
方
に
仏
教
的

な
悟
り
を
重
ね
る
発
想
は
、
修
行
者
た
ち
に
よ
る
自
然
観
察
の
中
で
醸
成
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

英
彦
山
修
験
者
の
修
行
の
ひ
と
つ
で
あ
る
十
界
修
行
は
「
峰
入
り
（
春
峰
は
宝
満

山
、秋
峰
は
福
智
山
ま
で
約
五
０
㎞
を
往
復
す
る
）」と
呼
ば
れ
て
い
た
。修
行
者
は
、

峰
入
り
を
「
仮
の
死
を
経
て
地
獄
界
で
苦
行
し
、母
の
胎
内
と
し
て
の
英
彦
山
（
佛

界
）
に
お
い
て
新
た
な
命
を
授
か
り
、仏
と
し
て
出
生
す
る
過
程
」
と
捉
え
て
い
た
。

前
述
し
た
『
修
験
道
極
秘
分
七
通
』
で
は
、
十
界
修
行
を
「
六
凡
：
地
獄
界
」
と

「
四し
し
ょ
う聖
：
佛
界
」
に
わ
け
る
。「
地
獄
界
」
は
、
１
地
獄
道
＝
業ご
う
の
は
か
り
秤
（
図
4
）、
２

餓
鬼
道
＝
穀
断
、
３
畜
生
道
＝
水
断
（
明
治
六
年
の
英
彦
山
資
料
で
は
角つ
の
つ
き突

）14

、

４
修
羅
道
＝
相
撲
、
５
人
間
道
＝
懺
悔
、
６
天
上
道
＝
延
年
と
な
る
。「
佛
界
」
は
、

( 図 3)「 阿吸坊即伝『修験道修要秘決』1558 年（寛政十年本）出典：信州大学附属図書館蔵書＊棒線筆者



７
声
し
ょ
う
も
ん聞
＝
四
諦
（
苦
諦
、
集
諦
、
滅
諦
、
道
諦
）
の
声
の
教
え
を
聞
き
因
果
を
覚
る
。

８
縁え
ん
が
く覚
＝
十
二
因
縁
を
観
て
生
死
を
覚
る
。
９
菩
薩
＝
大
悲
願
を
発
し
て
六
度（
布

施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
）
を
行
う
。
10
佛
陀
＝
自
覚
、
覚
他
、

覚
行
円
満
、
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
十
界
修
行
の
う
ち
「
六
凡
」
は
、
六
道
（
輪

廻
転
生
す
る
地
獄
世
界
）
を
あ
ら
わ
す
。
室
町
時
代
の
六
道
十
王
図
に
は
罪
の
重

さ
を
測
る
「
業
秤
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
地
獄
道
修
行
は
こ
の
地
獄
図
の
イ
メ
ー

ジ
を
意
識
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
（
図
5
）。
峰
入
り
に
は
複
数
の
「
宿
」
が
あ

り
、
霊
威
の
目
印
と
な
る
「
場
」
や
「
境
」
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
春
峰
に

お
け
る
深
仙
宿
で
は
、
六
凡
―
四
聖
、
金
剛
界
―
胎
蔵
界
の
境
と
し
て
重
要
な
儀

式
（
正
し
ょ
う
か
ん
じ
ょ
う

灌
頂
）
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
行
に
関
連
し
て
、
深
仙
宿
よ
り
英
彦
山
に
向

か
う
小
石
原
地
区
に
、
杉
の
穂
を
山
に
直
接
さ
す
献
木
植
栽
（
挿
し
穂
）
が
行
わ

れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
樹
齢
二
〜
六
０
０
年
、
約
四
・
六
八
ha
に
わ
た

る
三
七
五
本
の
ス
ギ
の
巨
木
群
「
行
者
杉
」
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ギ
は
樹
齢
が
長

く
、
魂
が
宿
る
と
さ
れ
た
。
長
野
覺
は
、
英
彦
山
山
伏
が
ス
ギ
を
重
視
し
た
理
由

に
つ
い
て
、「
永
久
不
変
の
象
徴
、
霊
の
依
代
」「
杉
葉
に
よ
る
宿
の
浄
化
」「
杉す
ぎ
あ
え饗

（
杉
板
に
の
せ
た
供
物
）」「
小こ

ぎ木
（
護
摩
木
）」「
商
品
価
値
（
屋
根
材
の
杉
皮
・
線

香
用
材
の
生
葉
）」
と
い
う
点
を
あ
げ
て
い
る15

。

即
伝
の
修
要
秘
決
に
、
深
仙
宿
で
行
わ
れ
た
「
峯ぶ
ち
ゅ
う中
正し
ょ
う
ち
ょ
う頂
柱は
し
ら
も
と
く
よ
う

源
供
養
法
大
事
」

の
説
明
が
あ
る
。
こ
の
儀
式
は
、
修
験
者
が
壇
具
に
六
大
を
象
徴
さ
せ
（
壇
・
地
、

柱は
し
ら
も
と

源
・
水
、
源げ
ん
が
い葢

・
火
、
酒し
ゅ
す
い水

・
風
、
華け
ま
ん鬘

・
空
、
乳ち

ぎ木
・
識
）、「
正
報
（
身
体
）」

と
「
依
報
（
環
境
）」
を
結
ぶ
「
柱
」
に
な
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
説

明
図
（
図
6
）
に
は
円
の
中
心
に
梵
字
「
カ
ン
（
不
動
明
王
）」
が
お
か
れ
て
お
り
、

不
動
明
王
が
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
不
動
明
王
の
重
要

性
は
『
彦
山
縁
起
』
の
「
役え
の
き
み君
は
不
動
明
王
の
応お
う
げ化
な
り
（
修
験
道
開
祖
の
役え
ん
の
お
づ
ぬ

小
角

は
不
動
明
王
が
姿
を
変
え
て
現
れ
た
も
の
）」
と
い
う
記
述
に
も
表
れ
て
い
る
。
十

界
修
行
で
は
、
先
ま
わ
り
し
た
度ど

し衆
に
よ
っ
て
要
所
に
不
動
明
王
像
を
設
置
す
る

「
涌ゆ
う
し
ゅ
つ出（
大
地
か
ら
の
不
動
明
王
出
現
）」
と
い
う
修
験
者
の
振
る
舞
い
が
あ
っ
た
。

こ
の
涌
出
は
、臨
時
的
な
設
置
に
よ
っ
て
「
無
か
ら
有
を
生
じ
る
過
程
」
を
暗
示
し
、

「
大
地
か
ら
の
湧
水
」
や
「
樹
木
が
成
長
す
る
様
」
を
表
現
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。
柱
源
供
養
の
説
明
図
に
あ
る
二
本
の
直
線
の
先
に
は
、
物
事
の
始
め
を
表
す

「
ア
（
阿
）」
と
最
後
を
表
す
「
ウ
ン
（
吽
）」
の
梵
字
が
配
さ
れ
て
い
る
。
垂
直

方
向
の
直
線
的

な
動
き
は
、
正

灌
頂
（
頭
上
に

水
を
注
ぐ
儀
式
）

に
お
け
る
水
の

動
き
を
表
す
と

（図 6) 阿吸坊即伝『修験道修
要秘決 ( 中 )』1558 年（寛政
10 年本）出典：信州大学附
属図書館蔵書

( 図 4)「業秤」出典 : 修験春風会
『天上への道 - 復活英彦山入峰修
行』鉱脈社 2004 年 p.62

（図 5)《六道・十王図第三幅 ( 部
分 )》室町時代 出典 :『祈りのか
たち』出光美術館蔵 2017 年 p.71



考
え
ら
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
下
降
と
上
昇
を
暗
示
す
る
動
き
か
ら
、
樹
木
に

関
す
る
水
の
動
き
を
連
想
さ
せ
る
点
で
あ
る
。
不
動
明
王
は
十
九
観16

に
よ
る
と

「
天て
ん
ち
わ
が
ん

地
和
眼
」
を
も
ち
、
修
験
者
に
と
っ
て
天
地
和
合
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
る
。

ま
た
、
修
要
秘
決
の
「
不
動
十
界
之
事
」
に
は
、
山
伏
は
「
十
界
を
本
来
有
す
る

不
動
明
王
の
直ち
ょ
く
た
い體」

だ
と
説
か
れ
て
い
る
。
本
物
の
山
伏
か
ど
う
か
を
試
す
「
山

伏
問
答17

」
と
い
う
行
で
は
、「
修
験
道
の
本
尊
と
は
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
大

日
如
来
の
教
き
ょ
う
り
ょ
う
り
ん
じ
ん

令
輪
身
大
忿
怒
形
の
不
動
明
王
に
て
候
」
と
答
え
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
る
。無
明
を
打
破
し
、他
者
救
済
の
強
靭
な
意
志
を
も
ち
行
動
す
る
不
動
明
王
に
、

修
験
者
は
厳
し
い
山
岳
環
境
で
修
行
す
る
自
分
た
ち
を
重
ね
、
不
動
明
王
と
同
体

と
な
る
こ
と
を
理
想
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
図
は
、不
動
明
王
と
同
体
と
な
っ

た
行
者
の
身
体
と
意
識
、
環
境
の
多
様
な
要
素
が
調
和
す
る
姿
だ
と
見
受
け
ら
れ

る
。
特
に
深
仙
宿
に
ス
ギ
が
必
要
だ
っ
た
の
は
、「
天
地
を
水
に
よ
っ
て
結
び
、
火

や
風
に
転
じ
て
役
立
ち
、
堅
く
動
か
な
い
ス
ギ
の
姿
」
に
、
修
験
者
が
不
動
明
王

を
観
想
し
た
か
ら
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

三  

鬼
杉
と
千
本
杉
の
伝
承

英
彦
山
南
岳
の
「
鬼
杉
」
は
大
正
十
三
年
に
国
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
、
林
野
庁
の
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
春
峰
に

お
い
て
南
岳
か
ら
英
彦
山
に
入
る
際
、
行
者
た
ち
は
鬼
杉
に
迎
え
ら
れ
る
。
鬼
杉

の
由
来
は
南
岳
の
「
材
木
石
」（
安
山
岩
の
柱
状
節
理
）
の
伝
承
に
付
随
し
、
英
彦

山
権
現
に
追
い
払
わ
れ
る
鬼
が
植
樹
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
民
話
で
は
「
鬼
が
逃

げ
る
際
に
、
大
地
に
挿
し
た
ス
ギ
の
杖
が
鬼
杉
に
な
っ
た
」、
ま
た
は
「
鬼
が
建
て

た
社
の
柱
の
一
本
が
後
に
芽
を
拭
き
、
鬼
杉
に
な
っ
た
」
と
す
る
も
の
が
あ
る18

。

ど
ち
ら
も
材
木
石
か
ら
南
岳
参
道
沿
い
に
か
け
て
の
人
為
的
な
植
樹
を
示
唆
し
て

い
る
。
鬼
杉
は
「
牛
窟
」
と
い
う
石
窟
の
手
前
に
立
っ
て
い
る
。
英
彦
山
で
は

弥
勒
信
仰
の
兜
率
天
四
十
九
院
に
な
ぞ
ら
え
、
四
十
九
箇
所
の
石
窟
な
ど
を
霊
場

と
し
て
尊
ん
で
き
た
（
英
彦
山
四
十
九
窟
）。『
彦
山
流
記
』
に
よ
る
と
、
牛
窟
は

大だ
い
い
と
く

威
徳
明
王
（
図
7
）
が
守
護
し
て
い
る
。
大
威
徳
明
王
は
西
方
の
守
護
者
で
、

六
足
尊
六
面
六
臂
、
阿
弥
陀
如
来
の
化
身
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
死
の
神
ヤ

マ
（
閻え
ん
ま魔

天
）
を
表
す
青
い
水
牛
に
乗
る
。
牛
窟
の
「
牛
」
は
、
こ
の
大
威
徳
明

王
の
鳥
獣
座
ヤ
マ
を
連
想
さ
せ
る
。
筆
者
は
鬼
杉
の
現
状
を
知
る
た
め
に
、ド
ロ
ー

ン
（
無
人
航
空
機
）
で
空
中
撮
影
を
行
っ
た
。
鬼
杉
は
、
屋
久
島
の
縄
文
杉
と
違

い
先
端
ま
で
真
っ
直
ぐ
伸
び
、
樹
幹
に
は
人
為
的
に
枝
打
ち
さ
れ
た
跡
が
複
数
存

在
し
て
い
た
。
戦
前
に
は
六
０
m
あ
っ
た
が
、
落
雷
に
よ
っ
て
現
在
は
三
八
m
と

な
っ
て
い
る
。
空
撮
に
よ
り
、
大
南
不
動
窟
か
ら
鬼
杉
が
視
認
で
き
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
（
図
8
）。
牛
窟
を
守
護
す
る
大
威
徳
明
王
が
不
動
明
王
を
中
心
に
し
た

五
大
明
王
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
鬼
杉
は
大
南
不
動
窟
の
不
動
明

王
と
の
関
係
の
中
で
護
持
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
。
大
南
不
動
窟
は
彦
山
金

胎
思
想
に
お
け
る
胎
蔵
界
の
中
心
だ
っ
た
（
金
剛
界
は
北
岳
の
豊
前
窟
）。
大
南
の

不
動
明
王
は
衆
生
の
心

臓
で
あ
り
、
衆
生
の
心

に
起
こ
る
三
毒
煩
悩
を

不
動
明
王
が
代
わ
っ
て

苦
し
み
、
焼
き
尽
く
し

て
い
る
様
を
あ
ら
わ
す

（図 7)《大威徳明王（仁王経
曼荼羅部分）》江戸時代 

( 英彦山神宮提供 )



と
い
う19

。
本
尊
で
あ
る
銅
製
鋳
造
《
不

動
明
王
坐
像
》（
鎌
倉
時
代
、
図
9
）
は
、

福
岡
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
（
英
彦
山
修

験
道
館
収
蔵
）。
仏
像
で
あ
り
な
が
ら
神
像

の
よ
う
に
細
身
に
抽
象
化
さ
れ
、「
神
仏
習

合
」
を
象
徴
す
る
見
事
な
造
形
で
あ
る
。

次
に
英
彦
山
八
合
目
付
近
に
あ
る
千
本

杉
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
紹
介
す
る
。『
彦
山

見
聞
記
』（
一
七
一
七
年
）
に
は
千
本
杉

に
つ
い
て
「
昔
秦
の
徐
福
、
肥
前
の
国
よ

り
こ
の
山
に
登
り
、
高
天
原
の
野
中
に
長

生
不
死
の
薬
を
埋
め
、
そ
の
し
る
し
に
蓍
め
ど
き

を
植
え
た
り
し
由
記
せ
り
。
こ
の
薬
を
掘
り
得
て
服
し
け
る
人
長
生
の
寿
を
保
ち
、

仙
人
と
な
り
、
覚
仙
と
名
付
く
、
中
宮
岳
の
奥
を
千
本
杉
と
い
ふ
も
、
こ
の
所
に

栖
止
せ
し
故
覚
仙
杉
と
も
い
へ
る
由
、
こ
の
事
は
彦
山
旧
記
に
も
い
さ
さ
か
見
え

た
り20

」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
秦
の
徐
福
と
は
、
紀
元
前
二
一
０
年
頃
不
老

不
死
の
薬
を
求
め
て
中
国
か
ら
訪
れ
た
と
い
う
伝
説
の
人
物
で
あ
る
。
徐
福
が
薬

を
埋
め
た
印
と
し
て
植
え
た
と
い
う
蓍
（
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
：
易
に
使
う
）
は
、
標

高
千
m
以
上
の
高
地
に
生
息
す
る
多
年
草
で
あ
る
。
仙
人
が
常
住
す
る
と
想
像
さ

せ
る
よ
う
な
ス
ギ
林
が
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
在
来

種
の
ス
ギ
に
は
ホ
ン
ス
ギ
、
綾
杉
、
メ
ア
サ
杉
な
ど
が
あ
る
が
、
千
本
杉
は
寒
冷

地
で
緩
徐
に
成
長
す
る
ホ
ン
ス
ギ
を
主
と
し
て
い
る

21

。
千
本
杉
は
、
修
験
者
に

よ
っ
て
参
道
の
両

脇
に
植
林
さ
れ
た

樹
齢
約
三
０
０
〜

四
五
０
年
の
ス
ギ

群
、
お
よ
び
下
層

に
シ
ロ
モ
ジ
、
ク

ロ
モ
ジ
、
カ
エ
デ
、

シ
キ
ミ
、
ガ
ク
ウ

ツ
ギ
、
ヌ
ル
デ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
あ
る
針
広
混
交
林
で
あ
っ
た22

。

千
本
杉
の
上
部
に
は
産む
す
び霊
神
社
（
行
者
堂
）
が
あ
る
。「
文も
ん
む武
天
皇
の
時
代
（
大

宝
年
間
七
０
一
〜
七
０
三
年
）
高た
か
み
む
す
ひ
の
み
こ
と

皇
産
霊
尊
が
鎮
座
し
た
旧
地
で
あ
る
」
と
い
う

神
託
が
あ
り
、
天
平
十
二
年
（
七
四
０
）
に
聖
武
天
皇
の
頼
願
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
た
と
い
う
。
高
皇
産む
す
ひ霊
尊
（
別
名
、
高
木
神
）
の
「
ム
ス
」
は
植
物
の
生
成
繁

茂
す
る
力
を
表
す
と
こ
ろ
か
ら
、
元
来
は
「
植
物
の
生
成
力
を
神
格
化
し
た
も
の
」

で
あ
る
。
別
名
の
高
木
神
は
文
字
通
り
「
高
い
木
」
を
意
味
し
、
雷
（
建た
け
み
か
づ
ち

御
雷
神
）

を
使
役
す
る
神
と
さ
れ
て
い
た
。
巨
木
は
天
地
感
応
の
落
雷
を
招
き
、
雷
は
穀
物

生
育
を
促
す
こ
と
か
ら
、
雷
と
植
物
の
力
が
関
連
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
産

霊
神
社
の
高
皇
産
霊
尊
や
覚
仙
杉
の
逸
話
か
ら
、
約
一
三
０
０
年
前
に
は
す
で
に

英
彦
山
上
部
に
樹
高
の
高
い
ス
ギ
林
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

四  

自
然
護
持
の
た
め
の
仕
組
み

山
の
木
々
が
水
を
生
む
と
い
う
事
実
は
農
耕
民
の
信
仰
を
集
め
る
由
縁
と
な
り
、

英
彦
山
は
水
を
分
け
与
え
る
「
水み
く
ま
り
の
か
み

分
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
水
を
中
心
と

（図 9)「《不動明王坐像》鎌倉時代 鋳造 
総高 41.6cm  ( 英彦山神宮提供 )

（図 8)「鬼杉と大南神社（ドローン撮影画像）」2022 年



し
た
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
貢
献
し
た
英
彦
山
修
験
道
の
禁
忌
に
「
四し

ど土
結
界
」

が
あ
る
。
山
伏
た
ち
は
高
度
に
よ
っ
て
四
つ
の
結
界
を
お
き
、そ
の
境
界
に
は
「
木

の
鳥
居
（
産
霊
神
社
）」「
石
の
鳥
居
（
奉
幣
殿
）」「
銅
の
鳥
居
（
表
参
道
石
段
入
口
）」

を
設
け
た
。
山
頂
域
は
「
常じ
ょ
う
じ
ゃ
っ
こ
う
ど

寂
光
土
」
と
よ
ば
れ
、
ブ
ナ
原
生
林
と
熊
笹
が
繁
茂

し
て
い
た
。
こ
の
結
界
に
は
十
五
回
の
峰
入
り
を
経
験
し
た
山
伏
し
か
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
ず
、
水
質
汚
染
に
つ
な
が
る
行
為
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
木
の
鳥
居

よ
り
奉
幣
殿
ま
で
の
「
実じ
っ
ぽ
う
し
ょ
う
ご
ん
ど

報
荘
厳
土
」
に
は
千
本
杉
が
ひ
ろ
が
り
、
人
の
住
む
家

を
建
て
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
忌
避
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
自
然
保
護
だ
け
で
な
く
、

人
災
防
止
の
観
点
か
ら
も
理
に
か
な
っ
て
い
た
。
次
の
結
界
を
「
方ほ
う
べ
ん
じ
ょ
う
ど

便
浄
土
」
と

い
い
、殺
生
な
ど
の
血
不
浄
を
忌
避
し
た
。
山
伏
た
ち
は
「
坊
」
と
い
う
住
居
に
茶
・

竹
・
柿
・
ア
カ
マ
ツ
・
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
生
活
用
材
や
火
災
延
焼
防
止
に
役
立
つ
も

の
を
植
樹
し
て
い
る
。
銅
の
鳥
居
よ
り
下
を
「
凡ぼ
ん
し
ょ
う
ど
う
ご
ど

聖
同
居
土
」
と
い
い
一
般
人
も

住
む
こ
と
が
で
き
た
が
、
土
壌
を
改
変
す
る
五
穀
栽
培
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

英
彦
山
修
験
道
に
お
い
て
森
林
環
境
護
持
は
組
織
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
期

に
は
「
山
奉
行
」
と
い
う
部
署
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
条
例
と
し
て
、
山
外

へ
の
竹
木
持
出
を
禁
ず
る
「
九
州
彦
山
條じ
ょ
う
じ
ょ
う々」（

一
六
０
０
年
）
な
ど
が
存
在
し
た
。

こ
の
よ
う
な
法
整
備
は
、
戦
国
時
代
の
争
乱
に
よ
る
森
林
環
境
破
壊
が
引
き
金
と

な
っ
て
い
る
。
豊
臣
秀
吉
が
九
州
を
平
定
し
た
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）、
安
芸

国
の
小
早
川
隆
景
は
筑
前
三
一
万
石
の
領
主
と
な
っ
た
。
そ
の
二
年
後
、
隆
景
は

彦
山
七
カ
村
二
千
石
余
を
天
下
の
御
祈
疇
料
と
し
て
寄
進
し
て
い
る
。
こ
の
史
実

に
基
づ
く
逸
話
の
中
に
、
英
彦
山
に
お
け
る
霊
木
信
仰
が
窺
え
る
部
分
が
あ
る
。

知
雄
義
谿『
彦
山
権
現
靈
驗
記
』（
一
七
０
九
年
）に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

筑
前
を
治
め
る
太
守
は
代
々
権
現
を
崇
敬
し
、
荘
園
の
田
に
畝
を
置
き
霊
廟
を
満
た
す
こ
と

に
費
や
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
小
早
川
隆
景
が
太
守
と
な
る
と
尽
く
奪
っ
た
。
隆
景
は
巨
大

な
船
を
作
っ
た
が
、
帆
柱
が
足
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
英
彦
山
に
登
り
大
き
な
杉
を
帆
柱
の

た
め
に
伐
採
し
た
。
船
上
で
吉
凶
を
占
っ
た
と
こ
ろ
、天
気
よ
く
風
も
清
ら
か
で
波
は
な
か
っ

た
の
に
、
し
ば
ら
く
し
て
帆
柱
が
急
に
船
を
壊
し
、
後
景
は
遠
く
ひ
き
、
途
中
で
返
す
と
城

中
の
物
見
や
ぐ
ら
が
そ
の
高
潮
の
中
に
崩
れ
た
。
従
者
を
も
っ
て
視
さ
せ
て
も
同
じ
光
景
が

み
え
た
。
隆
景
は
お
お
い
に
戦
慄
し
た
だ
ち
に
帰
路
に
つ
い
た
。
漸
近
し
て
み
る
と
城
は
以

前
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
家
臣
の
市
正
が
い
う
に
は
、
一
瞬
に
し
て
風
雨
と
な
り
、
た
ち
ま
ち

三
つ
の
火
の
輪
が
旋
回
し
て
落
ち
て
き
た
と
い
う
。
考
え
る
に
こ
れ
は
妖
怪
の
仕
業
で
あ
ろ

う
と
、
剣
を
ぬ
い
て
こ
れ
を
討
伐
し
よ
う
と
す
る
が
悶
絶
し
て
し
ま
う
。
し
ば
ら
く
し
て
目

覚
め
る
と
そ
こ
に
は
何
も
見
え
な
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に
神
の
な
せ
る
こ
と
だ
と
気
づ
い
た
。



も
し
本
当
に
神
の
仕
業
な
ら
ば
再
び
現
れ
て
ど
こ
の
神
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
と
念
じ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
言
葉
が
終
わ
る
前
に
火
の
輪
が
ま
た
現
れ
、
英
彦
山
の
三
つ
の
岳
に
飛
ん
で

い
っ
た
の
で
大
変
驚
き
深
く
反
省
し
た
。
翌
日
こ
の
こ
と
を
隆
景
に
語
っ
た
。
隆
景
は
帆
柱

が
折
れ
海
と
な
っ
た
こ
と
の
意
味
を
悟
り
、
汗
を
流
し
て
大
い
に
悔
や
ん
だ
。
そ
し
て
つ
い

に
荘
園
の
田
を
神
に
返
し
奉
っ
た
。（
現
代
語
訳
筆
者
）23

小
早
川
隆
景
は
、
朝
鮮
出
兵
の
船
の
帆
柱
の
た
め
に
英
彦
山
の
大
杉
を
切
っ
た

と
い
う
。
隆
景
が
進
水
式
で
船
の
吉
凶
を
占
っ
た
と
こ
ろ
、
帆
柱
が
船
を
壊
し
津

波
が
隆
景
の
城
を
飲
み
込
み
、
英
彦
山
の
三
所
権
現
が
三
つ
の
火
輪
と
な
っ
て
彼

ら
に
迫
る
光
景
が
み
え
た
と
い
う
。
こ
の
靈
驗
記
の
作
者
は
隆
景
の
三
原
城
が
瀬

戸
内
海
の
浮
城
だ
と
知
っ
て
お
り
、
津
波
が
一
度
ひ
い
て
か
ら
押
し
寄
せ
る
く
だ

り
に
現
実
味
を
も
た
せ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
英
彦
山
の
杉
を
伐
採
す
る
こ
と
を

い
さ
め
る
「
教
訓
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、靈
験
記
か
ら
八
年
後
、香
川
正
矩
『
陰

徳
太
平
記
』（
一
七
一
七
年
）
に
、
隆
景
側
か
ら
み
た
同
様
の
話
が
あ
る
。
船
の
た

め
に
英
彦
山
の
木
を
伐
採
し
た
隆
景
を
、
彦
山
天
狗
が
と
が
め
る
部
分
を
抜
粋
す

る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

英
彦
山
の
樹
木
は
開
基
こ
の
か
た
千
百
年
の
年
月
を
経
る
と
い
え
ど
も
、
葉
や
枝
、
幹
に
い

た
る
ま
で
折
る
な
か
れ
、
抜
く
な
か
れ
と
い
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
神
仏
を
崇
敬
す
る
が
ゆ

え
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
隆
景
、
何
の
恐
れ
る
心
も
な
く
樹
木
を
伐
採
し
、
舟
具
に
用
い
る

と
は
な
ん
と
奇
怪
な
こ
と
か
。
そ
な
た
は
仁
義
の
大
道
を
体
現
し
神
仏
へ
の
帰
依
の
心
も
深

い
。
こ
の
末
法
の
世
に
は
有
り
難
き
名
将
だ
と
聞
い
て
い
た
の
に
、
こ
の
よ
う
な
悪
逆
無
道

の
挙
動
を
す
る
と
は
。（
現
代
語
訳
筆
者
）24

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
英
彦
山
山
伏
の
象
徴
と
し
て
の
天
狗
が
「
神
仏
を
崇
敬

す
る
心
か
ら
英
彦
山
で
は
樹
木
を
き
ら
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
、「
木
を
伐
採
す

る
こ
と
を
、
悪
逆
無
道
の
挙
動
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
英
彦
山
に
お
け
る

樹
木
へ
の
信
仰
が
表
象
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
を
月
岡
芳よ
し
と
し年

が
明
治
二
四
年

（
一
八
九
一
）
に
「
小
早
川
隆
景
彦
山
ノ
天
狗
問
答
之
図
」（
図
10
）
と
し
て
描
き
、

『
新
形
三
十
六
怪
撰
』
に
掲
載
し
て
い
る
。
英
彦
山
天
狗
が
大
き
く
描
か
れ
、
ス
ギ

林
の
手
前
に
天
狗
、
木
々
の
合
間
か
ら
船
（
帆
）
や
隆
景
、
従
者
が
み
え
る
と
い

（図 10) 月岡芳年 《小早川隆景彦山ノ天狗問答之
図》1891 年   出典：江戸歴史ライブラリー
 『新形三十六怪撰』 BCCKS 2018 年



う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
隆
景
た
ち
が
慌
て
て
い
る
姿
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
月
岡
は
英
彦
山
霊
験
記
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
組
織
と
し
て
の
自
然
護
持
の
取
り
組
み
を
み
て
み
よ
う
。
英
彦
山
の
文
化
と

環
境
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
痛
手
の
ひ
と
つ
は
、
大
友
宗そ
う
り
ん麟

の
息
子
・
義よ
し
む
ね統

に
よ

る
一
五
八
一
年
の
大
規
模
な
英
彦
山
焼
き
討
ち
だ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
山
伏
た
ち

は
、
自
治
組
織
と
し
て
神
社
仏
閣
を
つ
く
る
「
作
事
奉
行
」、
森
林
環
境
を
整
備
す

る
「
山
奉
行
」
を
設
立
す
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
人
為
的
惨
事
が
英
彦
山
の
環

境
護
持
の
組
織
整
備
を
う
な
が
し
た
と
も
い
え
る
。
小
早
川
隆
景
が
彦
山
領
を
返

し
た
の
に
対
し
て
、
小
倉
藩
主
毛
利
壹
岐
守
勝
信
は
課
役
を
か
け
る
な
ど
英
彦
山

と
の
確
執
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
英
彦
山
は
一
五
九
九
年
に
公
儀
へ
訴
訟
し
、

一
六
０
０
年
に
「
守
護
不
入
」
な
ど
を
認
め
る
裁
決
を
勝
ち
と
る25

。
こ
の
「
九

州
彦
山
條
々
（
彦
山
法
度
）」
は
、
徳
川
家
康
の
裁
許
を
得
た
法
令
と
し
て
公
認
さ

れ
た
。
こ
の
中
の
「
山
中
之
竹
木
、他
方
よ
り
不
可
伐
採
事
」
と
い
う
条
を
も
っ
て
、

英
彦
山
は
森
林
資
源
を
護
る
姿
勢
を
公
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
彦
山
法
度
に

よ
っ
て
そ
の
後
の
寺
院
統
制
（
寺
院
法
度
）
を
免
れ
た
こ
と
が
、
江
戸
時
代
の
英

彦
山
の
繁
栄
を
支
え
た26

。
そ
の
後
も
、英
彦
山
座ざ

す主
（
修
験
者
最
高
位
）
よ
り
「
決

め
ら
れ
た
範
囲
以
外
で
薪
柴
を
と
る
こ
と
。
屋
敷
内
で
あ
っ
て
も
用
材
と
な
る
木

を
断
り
な
く
採
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
一
六
四
二
年
）
な
ど
、
樹
木
管
理
に
関
す
る

複
数
の
法
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
山
奉
行
」
の
仕
事
と
し
て
、
造
林
の
実
施
や
伐
採
、
年
二
回
の
杉
指
、
根ね
さ
ら
え攫
は

幕
末
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
個
人
持
の
山
林
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
証
文
に
山

奉
行
の
奥
印
を
得
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た27

。
一
六
七
一
年
の
豊
前
坊
の
火
事

の
た
め
山
奉
行
が
杉
千
本
を
指
し
た
と
記
録
が
あ
る28

。
一
六
八
六
年
の
山
内
法

度
の
付
記
に
は
「
杉
や
松
を
勝
手
に
伐
採
し
た
場
合
は
科
料
が
課
さ
れ
る
が
（
当

年
に
）
火
事
が
起
こ
っ
た
た
め
山
奉
行
が
見
逃
し
た
」
と
あ
り
、
山
奉
行
が
森
林

管
理
を
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
森
林
環
境
を
「
景
観
」
と
い

う
観
点
か
ら
捉
え
整
備
し
た
英
彦
山
座
主
・
相そ
う
ゆ
う有

の
功
績
は
大
き
い
。
相
有
は

一
六
九
三
年
に
「
梅
桜
楓
な
ど
を
庭
や
門
前
に
植
え
付
け
る
こ
と
」
や
「
杉
植
、

下し
た
さ
ら
え

擢
の
時
期
と
杉
指
場
の
範
囲29

」
な
ど
を
定
め
た
。
政
所
坊
・
組
頭
・
山
奉
行

が
中
心
と
な
り
、
毎
年
一
人
に
つ
き
百
本
は
植
付
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
英
彦
山
に
お
け
る
杉
に
対
す
る
崇
敬
を
表
す
も
の
と
し
て
、
泉
蔵
坊
杉
（
樹

齢
八
百
年
）
の
逸
話
が
あ
る
。
一
六
九
六
年
に
聖
護
院
と
本
末
訴
訟
が
お
こ
り
、

そ
の
経
費
の
た
め
霊り
ょ
う
ぜ（
ん
）じ

仙
寺
（
現
英
彦
山
神
宮
）
境
内
の
巨
杉
が
切
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
山
伏
の
泉
蔵
坊
が
私
財
を
投
じ
て
守
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
杉

は
泉
蔵
坊
杉
と
名
づ
け
ら
れ
る
（
平
成
三
年
台
風
で
倒
壊
）。
こ
の
裁
判
に
よ
っ
て

英
彦
山
は
別
格
本
山
と
認
め
ら
れ
、
英
彦
山
で
は
よ
り
秀
麗
な
環
境
づ
く
り
へ
の

意
識
が
高
ま
る
。
そ
の
後
、
相
有
は
一
六
九
八
年
に
「
路
の
両
脇
に
杉
を
植
林
し

景
観
を
整
え
る
」
と
決
め
、
樹
木
の
景
観
に
よ
っ
て
霊
威
や
美
し
さ
を
高
め
る
こ

と
を
志
向
し
て
い
く
。
ま
た
同
年
に
「
惣
物
銀
」
と
い
う
保
険
と
し
て
の
共
有
基

金
の
制
度
を
発
足
さ
せ
て
お
り
、
火
災
や
自
然
災
害
な
ど
か
ら
の
復
興
を
組
織
と

し
て
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
杉
指
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
石
碑
な
ど
に
も
刻
ま
れ
て

い
る
。
玉
泉
坊
の
石
碑
「
杉
二
万
五
千
本
指
立
」
文
化
十
年
（
一
八
二
七
）、
守
静

坊
普
覚
の
墓
碑
「
杉
五
万
本
指
立
」
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）、
守
静
坊
覚
淋
の
墓

碑
「
杉
一
万
本
指
立
」
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
な
ど
の
記
録
か
ら
、
か
な
り
の



数
の
ス
ギ
を
挿
し
木
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
（
図
11
）。
英
彦

山
の
杉
群
が
遺
伝
的
に
独
自
性

を
も
つ
（
他
所
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
で
は
な
い
）
可
能
性
、

お
よ
び
人
為
的
に
維
持
管
理
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
D
N
A
分
析

を
行
な
っ
た
渡
辺
敦
史
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
科
学
的
に
示
さ
れ
て
い
る30

。

渡
辺
ら
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
「
英
彦
山
神
宮
ス
ギ
群
」「
千
本
杉
」「
鬼
杉
」「
行

者
杉
」
は
そ
れ
ぞ
れ
遺
伝
的
に
独
自
性
が
あ
る
こ
と
、
江
戸
期
に
霊
木
群
の
挿
し

木
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
南
岳
と
、
中
岳
の
霊
木
群

は
遺
伝
的
に
若
干
の
違
い
が
あ
り
、「
行
者
杉
」の
１/３
は
山
外
在
来
品
種
に
近
く
、「
行

者
杉
」
の
一
部
は
献
木
の
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
章

仁
王
経
曼
荼
羅
の
表
象

英
彦
山
修
験
道
に
お
け
る
自
然
信
仰
は
、
仁に
ん
の
う
き
ょ
う
ま
ん
だ
ら

王
経
曼
荼
羅
の
表
象
の
中
に
も
現

れ
て
い
る
。
仁
王
経
曼
荼
羅
は
、
鎮
護
国
家
な
ど
「
現
世
利
益
」
を
願
う
密
教
修

法
「
仁
王
経
法
」
の
際
に
用
い
ら
れ
る
。
文
献31

に
よ
る
と
英
彦
山
に
お
け
る
仁

王
経
講
は
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
一
月
十
八
日
に
下
宮
（
下
津
宮
）
で
行
わ
れ

た
の
を
初
出
と
す
る
。
仁
王
経
と
は
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
と
い
う
仏

教
経
典
の
こ
と
で
、鳩く
ま
ら
じ
ゅ
う

摩
羅
什
（
天
台
系
）
と
不
空
（
真
言
系
）
が
漢
訳
し
て
い
る
。

英
彦
山
に
は
美
し
く
精
緻
な
《
仁
王
経
曼
荼
羅
）》（
江
戸
時
代
）（
図
12
）
が
存
在

す
る
。
こ
の
曼
荼
羅
を
所
蔵
し
て
い
た
宗
賢
坊
は
、『
鎮
西
彦
山
縁
起32

』（
一
五
七
二

年
）
を
執
筆
し
た
由
緒
あ
る
坊
で
あ
る
。
仁
王
経
曼
荼
羅
は
、
上
位
（
最
上
部
に

配
し
重
要
視
さ
れ
る
方
位
）
に
北
か
東
を
守
護
す
る
神
仏
像
を
配
置
す
る
も
の
が

殆
ど
で
あ
り
、
無
病
息
災
を
祈
る
「
息
災
法
」
の
際
は
上
位
を
北
方
に
し
、
利
益

を
願
う
「
増
益
法
」
の
際
は
上
位
を
東
方
に
す
る
。
こ
れ
ら
は
不
動
護
摩
法
と
い

う
不
動
明
王
を
本
尊
と
す
る
護
摩
行
に
お
け
る
方
位
に
準
じ
た
も
の
で
、
怨
敵
退

散
や
呪
い
な
ど
の
「
調
ち
ょ
う
ぶ
く伏

法
」（
南
上
位
）
や
、敬
愛
を
願
う
「
敬
愛
法
」（
西
上
位
）

の
曼
荼
羅
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
彦
山

本
は
上
位
が
西
方
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
描
か
れ
て
い
る
全
二
五
尊
の
う
ち
八

尊
が
、「
木
の
丸
太
を
仏
座
に
す
る
」
と
い
う
珍
し
い
曼
荼
羅
で
あ
る
。
な
ぜ
英
彦

山
本
は
西
方
が
上
位
と
な
り
、
木
が
仏
座
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
の

二
点
に
、
英
彦
山
独
自
の
価
値
観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

英
彦
山
の《
仁
王
経
曼
荼
羅
》は
、三
層（
三
院
）に
分
か
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
院
に
不
動
明
王（
大
日
大
聖
不
動
明
王
）を
中
央
と
し
て
東
方
に
降
三
世
明
王
、

南
方
に
軍ぐ
ん
だ
り

荼
利
明
王
、
西
方
に
大
威
徳
明
王
、
北
方
に
金
剛
夜
叉
明
王
を
配
置
し

た
五
大
明
王
を
配
す
る
。
第
二
院
は
不
動
明
王
の
眷
属
で
あ
る
八
大
童
子
、
第
三

院
に
十
二
天
が
配
さ
れ
て
い
る
。
八
大
童
子
と
十
二
天
が
同
幅
に
描
か
れ
る
こ
と

は
、《
仁
王
経
曼
荼
羅
》
と
し
て
は
類
を
み
な
い
。

英
彦
山
本
の
八
大
童
子
の
上
位
は
、
中
央
に
龍
王
に
の
っ
た
阿
耨
達
童
子
、
そ
の

横
に
白
い
矜こ
ん
が
ら

羯
羅
童
子
と
清
浄
比
丘
童
子
が
坐
す
。
中
位
は
指し
と
く徳

童
子
と
恵
喜
童

子
が
三さ
ん
さ
げ
き

叉
戟
を
も
っ
て
坐
す
。
下
位
の
中
央
に
恵
光
童
子
、
そ
の
横
に
制せ
い
た
か

咜
迦
童

子
と
鳥う

ぐ

ば

が

倶
婆
誐
童
子
が
坐
し
、
三
尊
と
も
憤
怒
相
で
あ
る
。
鳥
獣
座
（
仏
座
）
に

（図 11) 玉泉坊「杉二万五千本指立」
1827 年（撮影：植田周平）



注
目
す
る
と
、
矜
羯
羅
童
子
、
制
咜
迦
童
子
、
恵
光
童
子
、
恵
喜
童
子
は
、
小
花

が
咲
く
「
木
」
の
切
り
株
の
上
に
坐
し
て
い
る
（
図
13
）。
童
子
の
光
背
も
丸
太
の

切
り
口
の
よ
う
で
あ
る
。
上
位
中
央
の
阿あ
の
く
た

耨
達
童
子
の
「
龍
王
」
の
鳥
獣
座
が
他

よ
り
大
き
く
描
か
れ
て
お
り
、「
水
」
へ
の
崇
敬
が
見
受
け
ら
れ
る
（
図
14
）。
龍

王
を
上
位
中
央
に
配
し
、仏
座
を
木
に
恣
意
的
に
変
更
す
る
こ
と
で
、英
彦
山
の「
水

と
木
へ
の
信
仰
」
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
西
を
上
位
と
す
る
八
大
童
子
の

配
置
に
つ
い
て
は
、『
修
験
秘
行
法
符ふ
じ
ゅ咒

集
』
に
あ
る
「
不
動
八
大
童
子
梵
書
」（
図

15
）
と
一
致
し
て
い
る
。
英
彦
山
の
仁
王
経
曼
荼
羅
は
、
鎮
護
国
家
と
い
っ
た
密

教
修
法
よ
り
も
、
修
験
的
な
不
動
明
王
の
世
界
観
を
表
現
し
て
い
る
曼
荼
羅
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
第
三
院

に
配
置
さ
れ
た

十
二
天
を
み
て
み

よ
う
。
十
二
天
と

は
イ
ン
ド
の
古
代

神
話
の
自
然
神
な

ど
で
、
十
方
位
に

割
り
当
て
ら
れ
た

天
部
に
、
星
宿
と

宇
宙
の
運
行
を
象

徴
す
る
日
天
・
月

天
を
加
え
た
守
護

神
で
あ
る
。
仁
王
経
曼
荼
羅
に
描
か
れ
た
十
二
天
を
『
曼
荼
羅
図
典33

』
を
参
考
に
、

八
大
童
子
と
十
二
天
の
尊
名
を
、
英
彦
山
本
に
記
し
た
も
の
が
（
図
12
）
で
あ
る
。

十
二
天
の
守
護
方
位
に
よ
る
と
、「
日
天
」
や
宇
宙
を
表
す
「
梵
天
」
が
下
位
に
配

置
さ
れ
、
西
方
上
位
の
「
水
天
」
や
「
月
天
」、
大
地
を
表
す
「
地
天
」
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
月
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
不
老
不
死
の
薬
草
の
霊
薬
ソ
ー

マ
の
盃
で
あ
る
。「
地
天
」
は
、
十
二
天
の
中
で
唯
一
木
の
仏
座
に
座
し
、
植
物
な

ど
の
生
命
を
育
む
役
割
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
水
天
、
地
天
、
月
天
は
「
命
を
育

む
象
徴
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
て
い
る
。
英
彦
山
の
《
仁
王
経
曼
荼
羅
》
は
、

前
述
し
た
「
不
動
八
大
童
子
梵
書
」
の
西
方
上
位
を
重
ん
じ
つ
つ
、さ
ら
に
水
、月
、

（図 12)《仁王経曼荼羅》江戸時代 山伏文化財室収蔵 絹本著色
( 英彦山神宮提供 ) ＊尊名筆者加筆

（図 14)《水天と阿耨達童子
（仁王経曼荼羅部分）》江戸時代  

（図 13)《地天と矜羯羅童子
（仁王経曼荼羅部分 )》江戸時代  



大
地
と
い
っ
た
「
植
物
生
命
の
滋
養
」
を
重
要
視
す
る
と
い
う
内
容
を
伝
え
て
い

る
。
不
動
明
王
眷
属
の
八
大
童
子
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
不
動
明
王
の
荘
厳
を
高

め
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
八
大
童
子
と
十
二
天
を
組
み
合
わ
せ
、
西
方
上
位
の
配

置
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
、
英
彦
山
修
験
道
の
文
化
観
が
窺
え
る
。
不
動
護
摩
法

に
お
い
て
西
方
を
修
す
る
の
は
敬
愛
法
で
あ
る
。
英
彦
山
の《
仁
王
経
曼
荼
羅
》は
、

自
然
界
か
ら
の
愛
を
獲
得
す
る
も
の
、
つ
ま
り
「
五
穀
豊
穣
」
を
重
視
す
る
曼
荼

羅
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
分
析
で
あ
る
。

第
三
章

鬼
杉
不
動
の
制
作

英
彦
山
修
験
道
に
お
け
る
森
林
文
化
の
あ
り
方
や
自
然
護
持
の
仕
組
み
に
つ
い

て
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
本
章
で
は
芸
術
実
践
と
し
て
《
鬼
杉
不
動
》
を
制
作
し
た

過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
。
英
彦
山
修
験
道
の
伝
統
は
、
明
治
期
の
廃
仏
毀
釈
に
よ

り
は
ほ
ぼ
途
絶
え
て
い
る
。
約
一
五
０
年
の
間
、
英
彦
山
神
宮
内
で
護
摩
供
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
奉
幣
殿
再
建
四
百
年
記
念
事
業
（
二
０
一
六
年
）
を
機
に
復

活
し
て
い
る
。
英
彦
山
神
宮
は
修
験
道
再
興
の
一
環
と
し
て
、
下
津
宮
で
の
護
摩

行
の
た
め
新
た
な
不
動
明
王
像
安
置
を
発
願
し
、
制
作
を
筆
者
に
依
頼
し
た
。
筆

者
は
英
彦
山
修
験
道
の
自
然
信
仰
に
則
り
、
英
彦
山
の
ス
ギ
霊
木
群
（
鬼
杉
落
枝
、

千
本
杉
倒
木
）
を
用
い
て
制
作
す
る
こ
と
に
し
た34

。
寒
冷
で
厳
し
い
環
境
に
耐

え
少
し
ず
つ
成
長
し
た
鬼
杉
は
、
杉
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
硬
い
材
質
で
あ
っ
た
。

ま
た
風
雨
に
耐
え
る
中
で
生
じ
た
深
い
目
割
れ
）
が
あ
り
、
杢
目
と
木
の
成
長
方

向
を
確
認
し
な
が
ら
形
を
出
し
て
い
っ
た
。
不
動
明
王
の
目
は
天
地
和
眼
と
い
い
、

右
目
が
上
、
左
目
が
下
を
向
き
、
天
地
の
和
合
を
表
現
し
て
い
る
。
偶
然
だ
が
右

目
の
瞳
や
条じ
ょ
う
は
く帛、
腕
の
形
状
に
そ
っ
て
鬼
杉
の
杢
目
が
現
れ
、
彫
る
前
か
ら
そ
の

形
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
（
図
16
、
17
）。

火
焔
光
背
は
、
英
彦
山
神
宮
の
許
可
の
も
と
、
山
中
で
製
材
し
た
千
本
木
倒
木
を

用
い
て
い
る
。平
成
三
年
の
台
風
で
倒
木
し
た
も
の
で
あ
る
。縦
引
き
し
た
と
こ
ろ
、

雉
の
羽
模
様
の
よ
う
な
複
雑
で
美
し
い
杢
目
が
現
れ
た
。
こ
の
鬼
杉
や
千
本
杉
に

共
通
す
る
独
特
な
杢
目
は
、
風
雨
が
強
く
寒
冷
な
英
彦
山
の
環
境
が
生
み
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
不
動
明
王
の
火
焔
光
背
は「
迦か
る
ら
え
ん

楼
羅
焔
」と
よ
ば
れ
る
。
迦
楼
羅（
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
ガ
ル
ー
ダ
）
は
太
陽
を
象
徴
し
、
智
慧
の
炎
で
悪
毒
竜
を

食
す
。
仏
教
で
は
金
翅
鳥
と
も
い
わ
れ
、
八
大
童
子
の
阿
耨
達
童
子
の
頭
上
を
荘

厳
し
て
い
る
。
迦
楼
羅
と
い
う
火
の
鳥
が
両
羽
を
広
げ
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
杢

目
の
流
れ
に
そ
っ
て
焔
を
造
形
し
て
い
る
。
不
動
明
王
の
右
手
に
あ
る
剣
は
、
龍

が
巻
き
つ
く
倶く

り

か

ら

利
伽
羅
剣
と
も
呼
ば
れ
る
。
剣
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
第
一

は
中
道
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
智
慧
の
剣
で
あ
る
。
有
無
の
両
極
端
を
否
定
し
、

あ
ら
ゆ
る
現
象
は
不
生
不
滅
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
せ
る
。
第
二
は
降ご
う
ま魔

の
剣
で
あ

る
。
左
手
の
羂
索
は
、
剣
で
煩
悩
と
業
を
断
ち
切
り
、
羂
索
で
引
っ
張
っ
て
菩
提

ま
で
連
れ
て
い
く
。
剣
を
動
、
羂
索
を
静
と
し
て
、
両
手
の
持
物
を
あ
わ
せ
て
動

（図 15)「不動八大童子梵書」
出典 : 日本大蔵経編纂会『修
験秘行法符咒集』八幡書店　
2010 年 p.181



即
不
動
と
す
る
。
不
動
明
王
の
仏
座
で
あ
る
瑟し
つ
し
つ
ざ

瑟
座
に
つ
い
て
は
、
行
者
が
不
動

明
王
と
一
体
と
な
る
た
め
の
観
想
法
と
し
て
「
定
印
を
結
び
、
目
を
閉
じ
て
運
心

瞑
想
す
。
壇
上
に
吽
字
あ
り
。
字
、
変
じ
て
瑟
瑟
座
と
成
る
」
と
淳
祐
『
不
動
尊

道
場
観
』
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、瑟
瑟
と
音
写
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
は
存
在
せ
ず
、
意
味
か
ら
考
え
た
場
合
、
盤
石
、
宝
石
を
意
味
す
る
「
シ
ラ
ー
」

と
い
う
言
葉
が
近
い
と
い
う
。
経
典
（
法
華
経
功
徳
品
）
で
は
シ
ラ
ー
は
「
碧
へ
き
ぎ
ょ
く玉

（
翡ひ
す
い翠

）」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
瑟
瑟
座
は
井
桁
に
組
ま
れ
た
角
材
を
象
徴
し
た
「
七

段
重
ね
」
で
、
中
央
の
段
が
細
く
絞
ら
れ
た
よ
う
な
形
と
し
、
碧
玉
に
近
い
彩
色

を
施
し
た
。
七
段
あ
る
瑟
瑟
座
の
一
段
目
は
、
山
中
で
製
材
し
た
千
本
杉
倒
木
、

二
段
目
よ
り
下
は
英
彦
山
神
宮
横
の
ス
ギ
で
あ
る
。
こ
の
不
動
明
王
像
は
、
修
験

道
文
化
の
中
で
重
視
さ
れ
、か
つ
遺
伝
子
的
に
独
自
性
を
も
つ
可
能
性
が
高
い
「
鬼

杉
」「
千
本
杉
」「
英
彦
山
神
宮
ス
ギ
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
英
彦
山
ス

ギ
霊
木
群
へ
の
崇
敬
を
集
約
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
二
０
二
二
年
、
本
像
は

英
彦
山
神
宮
下
津
宮
に
奉
納
さ
れ
、《
鬼
杉
不
動
》
と
名
付
け
ら
れ
た
。
高
千
穂
有

昭
禰
宜
が
本
像
に
対
し
て
護
摩
供
を
続
け
て
お
り
、
英
彦
山
修
験
道
復
活
の
兆
し

を
宣
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
英
彦
山
修
験
道
に
お

け
る
自
然
信
仰
と
森
林
文
化
に
つ

い
て
考
察
を
行
っ
た
。
第
一
章
で

は
、
英
彦
山
修
験
道
に
お
け
る
ス
ギ
霊
木
群
の
文
化
的
意
義
に
着
目
し
た
。
山
伏

た
ち
は
「
人
畜
草
木
森
羅
万
象
全
六
大
法
身
依
正
本
有
の
佛
」
と
し
て
、
自
然
の

全
て
（
有
機
的
な
つ
な
が
り
や
現
象
に
い
た
る
ま
で
）
に
神
仏
を
感
得
し
そ
の
関

係
性
の
中
で
生
か
さ
れ
悟
り
に
至
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
十
界
修
行
の
柱
源
供
養

の
分
析
か
ら
「
天
地
を
水
に
よ
っ
て
結
び
、
火
や
風
に
転
じ
て
役
立
ち
、
堅
く
動

か
な
い
ス
ギ
の
姿
」
に
修
験
者
が
不
動
明
王
を
観
想
し
た
と
い
う
可
能
性
を
示
し

た
。
ま
た
、
英
彦
山
の
自
然
護
持
の
組
織
的
な
取
り
組
み
が
戦
国
時
代
の
災
禍
を

契
機
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、『
彦
山
権
現
靈
驗
記
』
や
『
陰
徳
太
平

記
』、
山
奉
行
が
杉
指
を
行
っ
た
記
録
等
か
ら
、
英
彦
山
に
お
け
る
ス
ギ
を
中
心
と

し
た
霊
木
信
仰
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
章
で
は
《
仁
王
経
曼
荼
羅
》
の
表
象
を

中
心
に
論
じ
た
。
英
彦
山
本
が
西
方
を
上
位
し
た
の
は
、
修
験
に
お
け
る
八
大
童

子
の
方
位
的
配
置
を
優
先
し
、
か
つ
植
物
生
命
を
滋
養
す
る
水
や
大
地
を
尊
重
す

る
意
図
が
あ
る
と
筆
者
は
分
析
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
複
数
の
尊
容
が
「
木
」

の
切
り
株
の
仏
座
に
座
し
て
い
る
こ
と
。
次
に
上
位
中
央
の
阿
耨
達
童
子
の
鳥
獣

座
の
「
龍
王
」
が
大
き
く
描
か
れ
「
水
」
へ
の
崇
敬
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

最
後
に
十
二
天
の
「
水
天
」
と
「
地
天
」
を
上
位
に
配
し
植
物
育
成
の
象
徴
が
尊

（図 16) 知足美加子
《鬼杉不動》2022 年

（ 図 17)《 鬼 杉 不 動 部 分 》
2022 年



重
さ
れ
て
い
る
点
を
取
り
上
げ
た
。
英
彦
山
の
《
仁
王
経
曼
荼
羅
》
は
自
然
界
へ

の
崇
敬
を
示
し
、「
五
穀
豊
穣
」
を
願
う
曼
荼
羅
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
第
三
章

で
は
、
自
然
信
仰
と
森
林
文
化
の
考
察
を
も
と
に
、
霊
木
信
仰
を
具
現
化
す
る
《
鬼

杉
不
動
》
の
制
作
に
つ
い
て
述
べ
た
。

本
論
は
英
彦
山
修
験
道
の
自
然
信
仰
の
あ
り
方
に
光
を
あ
て
、
自
然
共
生
社
会

の
意
識
づ
く
り
に
つ
な
が
る
修
験
道
の
普
遍
的
価
値
を
再
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
「
環
境
」
と
修
験
道
文
化
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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